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論文内容の要旨
【R的】慢性閉塞性肺疾患 Cchronicobstructive pulmonary discasc: COPD)患者におけるhcallh-
related quaJily of life (H HQoL)と運動能)Jの関係について検討を行った。
【対象と方法】臨床的に安定しているCOPD患者21名(男性21名)と健常ボランティア(男性24名)に対
してchronicrespiratory disease questionnajJ'e CCRQ)を用いたHRQoL評価を行い，肺機能検査， 6 
分間歩行検査と呼気ガス分析下でのトレッドミル運動負荷検査の2種類の運動負荷検査を施行した。トレ・ソ
ドミル運動負荷検査は症候1U界性多段階漸増法による負荷で連続呼気ガス分析を行い.最大酸素摂取量
(V02max)を求めた。
【結果】 COPD患者群のCRQscoreは30β=4.6と健常群の33.7 i: 3.5~こ比べて有意に低い値を示した (pぐ、
0.001)0 6分間総歩行距離 (6MWD)はCOPD患者群で403=61m，健常群で544:t76mとCOPD患者群で
有意に短く (pく0.001).COPD患者は6MWDからみた運動機能が低ドしていることを示した。トレッドミ
ノレ運動負荷試験では.Vく)?maxは予測l値%(%Vozmax)の54.0::!::13.3%と中等度のV山 maxの低ドを示し
た。 CRQscoreと1秒量とは相闘を認めなかったが.CH，Q scoreとoMWD. CH.Q scorcと%V恥 maxの
悶に有意な正の相関を認めた Cr=0.482.p=O.0311) (r=O.504， p-'-u.0242)c 
【考察および結論】 COPD患者はIH.QoLや運動能力が低く， 1!I{，QoLと運動能力は密接に関係していた。
COPD患者において，安静時の呼吸機能のみから病態を把握することは不十分であり， IlRQoLや運動耐容
能を評価することが重要である。
論文審査の結果の要旨
慢性開業性肺疾患 Cchronicobstrudivo pulmonary discase: COPD)は慢性の呼吸困難を圭症状と
し，臨床的，生理学的に閉寒性換気障害を主徴とする症候群で，慢性肺気腫と慢性気管支炎がこれに含ま
れる。 COPDの根木的な治減法はなく，急性:色化の|司避と，疾患による患者の活動制限の解除が治療目標
となる。 COPD患者では体勤時の息切れによって日常活動が著しく制限され，生活の質 (health-rela ted 
quality of lifc: IJRQoL)が低ドしている場合が多し、。 IIRQoLの評価法として，一般的な健康状態の評
価法と， COPD患者に闘する特異的な評価法がある。呼吸器疾患患者においては. I!H，QoLは下jこ癌患者を
対象として検討されてきた。しかし， COPD患者を対象とした検討はほとんど行われていない。今回，
COPD患者に対して. G分間歩行試験および呼気ガス分析下トレッドミル負荷試験を行い， COPD患者に
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おけるIInQoLと運動能力の関係について検討したu また，同年代の健常人と比較検討を行った。 COPD患
者(男性21名)と健常人(男性別名)に対してchronicrespiratory disease quesLIonnaire (CRQ)を
用いたllHQoL評価を行い，肺機能検査. 6分間歩行検査と呼気ガス分析下でのトレッドミル運動負荷検査
を施行した。トレッドミル運動負荷検査は症候脳界性多段階漸増法による負荷で連続呼気ガス分析を行い，
最大酸素摂取量 (V02max)を求めた。その結果.COPD患者群のCRQsr，ore'ま健常群に比べて街怠に低
い値を示し.COPD患者で'HRQoLが低下していることを認めた。 6分間総歩行距離 (6¥11W 1))はCOPD
患者群で有意に低仙を示し， COPD患者は6MWDからみた運動機能が低下していることを示した。 卜レッ
ドミル運動負荷試験では，巾等度のVOlrnaxの低下を不した。 CRQscorcと1秒量， J抄苧.とは相関を認
めなかったが.CRQ scoreと6)iIWD.%VO 2maxの間に有意な正の栢聞を認めた。
COPD患者において，兵士静時の呼吸機能のみから病態を把握することは不十分であり.HRQoLや運動耐
容能を評価することが重要であり.COPD患者iよHH.QoLや運動能力がiほし HRQoLと運動能ノJは密接に
関係していることが本研究より不され，今後この領域の研究に寄与する点は少なくないと考えられるのよっ
て，本研究者は，博1:(~学)の学位を授与されるに値するものと認められた。
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